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八

木

智

生

﹁
壬
生
地
蔵
縁
起
絵
巻
﹂
は
︑
壬
生
寺
︵
京
都
市
中
京
区
︑
律
宗
︑
本
尊
は

延
命
地
蔵
菩
薩
︶
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
︒
本
文
は
す
で
に
︑
元
興
寺
仏
教
民
俗

資
料
研
究
所
編
﹃
壬
生
寺
民
俗
資
料
緊
急
調
査
報
告
書

第
三
分
冊
﹄︵
壬
生

寺
︑
一
九
七
五
年
︶
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
が
︑
い
く
つ
か
の
誤
り
が
認
め
ら
れ

る
︒
そ
こ
で
︑
あ
ら
た
め
て
原
本
を
参
照
し
て
翻
刻
と
注
釈
を
行
う
こ
と
に
し

た
︒本

稿
で
は
︑
第
六
巻
第
一
話
～
第
六
巻
第
五
話
を
対
象
と
す
る
︒

︻
凡
例
︼

一
︑
底
本
に
は
︑
原
本
を
用
い
た
︒

二
︑
本
注
釈
は
︑
本
文
︑
語
注
︑
補
注
か
ら
な
る
︒

三
︑
本
文
は
︑
底
本
を
翻
刻
し
︑
基
本
的
に
そ
の
通
り
表
記
し
た
︒
た
だ
し
︑

通
読
の
便
宜
の
た
め
︑
適
宜
次
の
操
作
を
行
っ
た
︒

�
任
意
の
改
行
を
ほ
ど
こ
し
︑
各
段
落
の
先
頭
は
一
字
下
げ
た
︒

�
旧
字
︑
異
体
字
は
通
行
の
字
体
に
改
め
た
︒

�
底
本
の
細
字
︑
割
注
は
︹

︺
で
示
し
た
︒

�
句
読
点
︑
濁
点
を
補
っ
た
︒

�
明
ら
か
に
錯
簡
と
思
わ
れ
る
部
分
に
は
︑︿
錯
簡
﹀
と
表
記
し
た
︒

�
絵
は
︿
絵
﹀
と
示
し
た
︒

�
貼
紙
は
︿
貼
紙
﹀
と
記
し
︑
内
容
を
枠
内
に
示
し
た
︒

四
︑
語
注
に
は
︑
本
文
中
に
﹁
＊
﹂
を
付
し
た
語
句
に
つ
い
て
︑
そ
れ
ぞ
れ
記

述
し
た
︒
難
解
な
語
句
や
固
有
名
詞
な
ど
を
解
説
し
て
い
る
︒

五
︑
補
注
で
は
︑
語
注
で
は
解
説
し
き
れ
な
か
っ
た
︑
主
に
そ
の
段
全
体
に
か

か
わ
る
問
題
に
つ
い
て
︑
さ
ら
に
考
察
を
加
え
て
い
る
︒

六
︑
各
話
の
最
後
に
︑
版
本
﹃
壬
生
寺
縁
起
﹄︵
元
禄
十
五
年
序
︶
の
該
当
話

を
記
し
た
︒
な
お
︑
版
本
の
説
話
標
題
は
版
本
巻
頭
の
目
録
に
よ
る
︒

︿
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介
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七
︑
注
釈
に
あ
た
っ
て
︑
多
く
の
文
献
・
論
文
・
辞
書
か
ら
教
示
を
得
た
が
︑

紙
幅
の
都
合
上
省
略
し
た
︒

第
六
巻

一

当
寺
鎮
守
六
所
大
明
神
事

正
元
々
年

︻
本
文
︼

夫
鎮
守
権
現
六
所
大
明
神
は
︑
其
濫
觴
を
尋
奉
れ
ば
︑
＊

天
神
七
代
地
神
五

代
よ
り
始
り
︑
又
王
法
も
こ
れ
よ
り
伝
る
︒
然
則
︑
神
明
の
本
地
は
は
か
り
難

し
︒
遠
く
＊

月
氏
の
経
論
に
も
出
ず
︒
近
く
漢
家
の
典
籍
に
も
載
せ
ず
︒
ま
た

＊

天
仙
化
人
の
説
を
も
き
か
ず
︒
＊

三
蔵
諸
師
の
口
決
に
も
伝
ず
︒
唯
我
朝
の

風
俗
と
し
て
人
倫
あ
ひ
つ
た
へ
︑
世
こ
ぞ
り
て
信
奉
る
︒
或
は
託
宣
の
文
に
依

て
＊

大
権
の
垂
迹
を
し
り
︑
或
は
夢
想
の
告
を
以
て
＊

和
光
の
本
地
を
あ
ふ
ぐ

者
な
り
︒

い
ま
鎮
守
権
現
の
事
︑
以
往
の
儀
は
＊

十
禅
師
一
社
を
以
て
根
本
の
鎮
守
と

す
︒
是
併
本
地
と
垂
迹
と
相
並
て
＊

応
作
を
施
し
お
は
し
ま
す
︒
＊

内
証
を
あ

ら
は
し
給
ふ
＊

山
王
上
七
社
の
中
の
第
六
の
宮
は
十
禅
師
権
現
︑
本
地
六
道
能

化
の
地
蔵
菩
薩
な
り
︒
迷
の
前
に
は
神
と
現
じ
︑
悟
の
前
に
は
仏
と
あ
ら
は
れ

給
へ
り
︒
迷
の
衆
生
を
誘
て
＊

安
養
界
に
い
た
ら
し
め
む
方
便
な
り
︒

吾
朝
の
＊

聖
徳
太
子
は
救
世
観
音
の
変
作
と
し
て
＊

再
生
利
物
の
慈
悲
に
安

住
し
て
︑
か
り
に
日
域
に
生
を
う
け
給
ふ
︒
さ
れ
ば
日
本
六
十
余
州
十
万
八
千

の
諸
神
︑
ま
ち
〳
〵
に
か
わ
り
ま
し
ま
す
と
い
へ
ど
も
︑
＊

後
得
大
悲
の
門
に

出
さ
せ
給
ゆ
へ
に
皆
是
観
世
音
な
り
︒
い
わ
ゆ
る
聖
徳
太
子
の
利
生
方
便
な
る

べ
し
︒
三
世
十
方
の
仏
菩
薩
の
慈
悲
を
ば
観
音
一
菩
薩
の
領
受
し
給
へ
り
︒

＊

三
世
諸
仏
大
慈
悲
皆
集
一
体
観
世
音
と
説
て
こ
の
意
な
り
︒
元
よ
り
＊

大
悲

闡
提
の
中
に
は
︑
＊

地
蔵
・
観
音
を
ば
同
体
異
名
に
し
て
︑
い
づ
れ
も
勝
劣
な

し
と
い
へ
ど
も
︑
大
悲
利
生
の
至
極
者
た
る
是
地
蔵
の
御
慈
悲
な
り
︒
凡
国
土

冥
界
日
月
星
宿
等
は
皆
観
自
在
の
化
作
に
し
て
︑
地
蔵
薩
埵
の
変
化
な
る
を
や
︒

＊

笠
置
上
人
︑
春
日
社
に
参
籠
し
て
諸
神
の
本
地
を
祈
申
さ
れ
し
時
︑
大
明
神

の
御
示
現
に
四
句
の
文
を
御
託
宣
あ
り
き
︒
＊

本
体
観
世
音
︑
常
在
補
陀
落
︑

為
度
衆
生
故
︑
示
現
大
明
神
と
上
人
に
し
め
し
給
へ
り
︒
天
照
大
神
も
十
一
面

観
音
な
り
︒
＊

内
外
両
宮
の
時
は
金
胎
両
部
也
と
い
へ
ど
も
︑
そ
の
大
日
の
御

慈
悲
は
観
音
な
り
︒

い
ま
当
寺
鎮
守
を
六
所
権
現
と
申
は
︑
＊

嘉
禄
年
中
に
甲
斐
法
橋
＊

覚
玄
︑

別
願
と
し
て
五
所
大
明
神
を
副
勧
請
し
た
て
ま
つ
る
︒
所
謂
八
幡
・
熊
野
・
稲

荷
・
祇
園
・
北
野
等
の
五
社
是
な
り
︒
神
主
は
大
夫
＊

中
原
広
保
に
補
ら
る
︒

爰
に
＊

正
元
々
年
四
月
廿
三
日
戌
刻
ば
か
り
に
︑
鎮
守
権
現
参
社
の
小
人
に

種
々
の
御
託
宣
あ
り
︒
そ
の
神
詞
に
云
︑
鳥
居
ノ

内
瑞
籬
ノ

辺
リ

閑
寂
而
︑
社
壇

宝
前
御
神
楽
ノ

風
流
等
希
有
也
︑
何
況
於
法
施
哉
と
少
人
に
託
た
ま
ふ
あ
ひ
だ
︑

一
寺
の
衆
僧
評
議
を
な
し
て
当
神
主
図
書
権
ノ

助
＊

中
原
朝
臣
栄
定
な
ら
び
に
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︶
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諸
堂
の
預
等
に
課
て
︑
毎
年
五
月
十
三
日
を
以
て
祭
礼
を
な
し
た
て
ま
つ
る
処

な
り
︒

︻
語
注
︼

天
神
七
代
地
神
五
代

﹃
日
本
書
紀
﹄
神
代
巻
に
あ
る
︑
天
地
開
闢
の
時
生
ま

れ
た
天
上
の
七
代
の
神
々
と
︑
続
い
て
日
本
を
治
め
た
五
代
の
神
々
︒

月
氏

中
国
古
代
︑
遊
牧
民
族
が
中
央
ア
ジ
ア
に
大
月
氏
国
を
建
て
︑
以
降
こ

の
地
を
本
拠
と
す
る
民
族
は
月
氏
と
呼
ば
れ
た
︒
一
世
紀
中
頃
に
勃
興
し
た
ク

シ
ャ
ー
ナ
朝
で
は
仏
教
が
栄
え
た
︒﹃
四
十
二
章
経
﹄
序
で
は
︑﹁
大
月
支
國
﹂

か
ら
経
典
を
写
し
取
っ
た
と
い
う
︒

天
仙
化
人

天
界
の
仙
人
︒﹃
法
華
文
句
記
﹄
に
︑﹁
佛
及
聲
聞
天
仙
化
人
︒
及

華
嚴
中
加
諸
菩
薩
︒
又
有
衆
生
器
世
︒
而
皆
以
佛
爲
教
主
也
︒﹂
と
あ
る
︒

三
蔵
諸
師

三
蔵
︵
経
蔵
・
律
蔵
・
論
蔵
︶
に
通
じ
た
高
僧
︒

大
権

衆
生
を
救
う
た
め
︑
仮
の
姿
と
し
て
現
れ
た
仏
・
菩
薩
︒﹃
沙
石
集
﹄

に
︑﹁
我
朝
ハ
神
國
ト
シ
テ
大
權
ア
ト
ヲ
垂
レ
給
フ
︒﹂
と
あ
る
︒

和
光

﹁
和
光
同
塵
﹂
の
略
︒
仏
・
菩
薩
が
本
来
の
威
光
を
や
わ
ら
げ
︑
仮
の

姿
を
と
っ
て
現
れ
て
衆
生
を
救
う
こ
と
︒

十
禅
師

日
吉
山
王
七
社
権
現
の
一
つ
︒
瓊
々
杵
尊
を
権
現
と
す
る
︒
地
蔵
菩

薩
の
垂
迹
で
あ
る
︒﹃
桂
川
地
蔵
記
﹄
に
︑﹁
所
詮
自
天
神
七
代
而
至
地
神
第
三

代
天
津
彦
火
々
瓊
瓊
杵
尊
︒
而
天
地
畢
竟
十
代
也
︒
受
十
代
之
禅
給
︒
故
言
十

禅
之
尊
︒
今
現
円
宗
擁
護
之
尊
神
給
︒
日
吉
社
十
禅
師
是
也
︒
御
本
地
者
地
蔵

菩
薩
也
︒﹂
と
あ
る
︒

応
作

仏
・
菩
薩
が
衆
生
に
応
じ
た
姿
を
現
す
︑
そ
の
は
た
ら
き
︒

内
証

心
の
う
ち
に
仏
教
の
真
理
を
悟
る
こ
と
︒

山
王
上
七
社

日
吉
大
社
の
本
社
・
摂
社
・
末
社
の
二
十
一
社
の
う
ち
︑
大

宮
・
聖
真
子
・
二
宮
・
八
王
子
・
客
人
・
十
禅
師
・
三
宮
︒

安
養
界

極
楽
浄
土
︒

聖
徳
太
子
は
救
世
観
音
の
変
作

﹃
法
華
開
示
抄
﹄
に
︑
﹁
聖
徳
太
子
︒
是
救
世

観
音
権
化
身
也
︒﹂
と
あ
る
︒
聖
徳
太
子
を
救
世
観
音
の
化
身
と
す
る
の
は
︑

﹃
聖
徳
太
子
伝
暦
﹄
に
あ
る
ほ
か
︑
多
く
の
聖
徳
太
子
講
式
に
み
え
る
︒

再
生
利
物

﹁
再
生
﹂
は
再
び
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
︒﹁
利
物
﹂
は
衆

生
に
利
益
を
与
え
る
こ
と
︒

後
得

悟
っ
た
後
に
得
ら
れ
る
こ
と
︒

三
世
諸
仏
大
慈
悲
皆
集
一
体
観
世
音

﹃
総
持
抄
﹄
に
︑
﹁
觀
音
本
地
︒
觀
自
在

王
如
來
也
︒
觀
自
在
王
如
來
者
︒
阿
彌
陀
ヲ

言
也
︒
三
世
諸
佛
︒
大
慈
悲
皆
集

一
體
︒
觀
世
音
極
樂
稱
爲
無
量
壽
︒
娑
婆
示
現
施
無
畏
文

觀
音
ハ

阿
彌
陀
也
︒﹂

と
あ
る
︒

大
悲
闡
提

大
悲
心
を
も
っ
て
世
の
す
べ
て
の
人
々
を
救
お
う
と
す
る
菩
薩
︒

す
べ
て
を
救
い
つ
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
︑
つ
い
に
仏
と
な
る
こ
と
は
で

き
な
い
︒
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地
蔵
・
観
音
を
ば
同
体
異
名
に
し
て

﹃
沙
石
集
﹄
に
︑﹁
殊
ニ
地
藏
ハ
彌
陀
・

觀
音
ト
同
體
也
︒
眞
言
ノ
習
ニ
︑
台
藏
ノ
曼
荼
羅
ハ
︑
大
日
一
ノ
身
也
︒
是
ヲ

支
分
曼
荼
羅
ト
云
︒
一
々
ノ
支
分
︑
一
善
知
識
ト
ナ
リ
︑
有
縁
ノ
機
ヲ
引
テ
菩

提
ノ
道
ニ
入
︒
然
ニ
彌
陀
ハ
大
日
ノ
右
肩
︑
觀
音
臂
︑
地
藏
ハ
指
也
︒﹂
と
あ
る
︒

笠
置
上
人

貞
慶
︒
号
は
解
脱
房
︒
一
一
五
五
～
一
二
一
三
︒
法
相
宗
︒
藤
原

貞
憲
の
子
︒
戒
律
に
厳
し
く
︑
旧
仏
教
の
改
革
を
提
唱
し
た
︒

本
体
観
世
音
︑
常
在
補
陀
落
︑
為
度
衆
生
故
︑
示
現
大
明
神

﹃
本
朝
神
仙
伝
﹄

泰
澄
に
︑﹁
於
稲
荷
社
︒
数
日
念
誦
︒
夢
有
一
女
︒
出
自
帳
中
告
云
︒
本
体
観

世
音
︒
常
在
補
陀
洛
︒
為
度
衆
生
故
︒
示
現
大
明
神
︒﹂
と
あ
る
︒
こ
の
文
は

﹃
梁
塵
秘
抄
﹄
や
︑﹃
麗
気
記
﹄
に
も
あ
る
︒
典
型
的
な
神
仏
習
合
思
想
の
表
現

と
い
え
よ
う
︒

内
外
両
宮
の
時
は
金
胎
両
部
也

﹁
内
外
両
宮
﹂
は
伊
勢
神
宮
の
内
宮
と
外
宮
︒

﹁
金
胎
両
部
﹂
は
金
剛
界
と
胎
蔵
界
︒﹃
溪
嵐
拾
葉
集
﹄
に
︑﹁
内
外
宮
ハ

因
果

兩
部
曼
荼
羅
ノ

意
也
︒﹂
と
あ
る
︒

嘉
禄
年
中

一
二
二
五
～
一
二
二
七
︒

覚
玄

不
詳
︒

中
原
広
保

﹃
中
右
記
﹄・﹃
師
守
記
﹄
に
外
記
と
し
て
名
が
み
え
る
︒

正
元
々
年

一
二
五
九
︒

中
原
朝
臣
栄
定

不
詳
︒

︵
版
本
：
上
巻
第
十
話
﹁
当
寺
鎮
守
の
事
﹂)

一

当
寺
鐘
鋳
政
平
瑞
夢
并
官
有
家
師
檀
事

弘
長
二
年

︻
本
文
︼

願
主
左
衛
門
尉
＊

政
平
︑
＊

弘
長
二
年
閏
七
月
十
五
日
に
い
た
り
て
︑
当
寺

堂
前
の
大
庭
に
お
ひ
て
＊

金
鐘
を
鋳
冶
し
て
楼
閣
に
安
置
せ
ら
る
︒
鋳
物
師

＊

土
師
宗
貞
を
も
て
大
工
と
す
︒

夫
諸
経
に
鐘
を
鳴
す
聞
声
の
功
徳
を
説
に
︑
或
は
＊

当
願
衆
生
一
聴
鐘
声
︑

脱
三
界
苦
得
証
菩
提
と
い
ひ
︑
或
は
＊

可
資
身
進
道
者
︑
即
是
増
長
善
法
之
具

︹
善
法
之
具
と
は
所
蓄
の
鐘
な
り
︺
と
い
ひ
︑
或
は
＊

阿
難
升
㆓テ

講
堂
㆒ニ

撃
㆓ニ

犍

椎
㆒ヲ

者ハ

︑
此
ハ

是
レ

如
来
信
鼓
也
と
い
ふ
︒
此
等
の
仏
語
い
づ
れ
も
＊

出
離
＊

得

道
の
最
要
た
り
︒
経
に
＊

犍
椎
者
梵
語
な
り
︒
爰
に
は
翻
し
て
磬
と
な
づ
け
︑

又
は
翻
し
て
鐘
と
号
す
︒
＊

律
文
に
集
僧
の
法
を
出
す
に
七
種
あ
り
︒
犍
椎
そ

の
随
一
也
︒
＊

此
鐘
を
鳴
し
て
十
方
の
衆
僧
を
召
す
る
に
︑
聞
こ
と
を
得
て
み

な
雲
集
し
て
一
切
の
仏
事
を
な
す
に
︑
受
苦
の
衆
生
を
し
て
安
楽
の
大
利
を
得

せ
し
む
︒
さ
れ
ば
＊

付
法
蔵
伝
の
中
に
︑
＊

罽
膩
吒
王
大
殺
害
を
も
て
の
故
に

死
て
千
頭
魚
の
中
に
入
り
︑
剣
輪
そ
の
全
体
を
ま
と
ふ
︒
身
分
を
斫
に
し
た
が

つ
て
︑
つ
ひ
で
又
生
ず
と
云
へ
り
︒
羅
漢
あ
り
て
︑
僧
の
為
に
＊

維
那
し
て
時

に
依
て
鐘
を
な
ら
す
︒
其
こ
ゑ
を
聞
に
︑
剣
輪
す
な
は
ち
空
に
あ
り
て
苦
受
停

息
す
︒
か
く
の
ご
と
き
の
因
縁
に
よ
り
︑
鐘
を
な
が
く
打
に
︑
利
益
広
大
也
と

み
え
た
り
︒
＊

増
一
阿
含
に
は
︑
＊

若
シ

打
㆑タ
ン

鐘
ヲ

時
︑
一
切
ノ

悪
道
諸
ノ

苦
並
ニ

得ウ
㆓

停
止
㆒コ
ト
ヲ

と
説
︒
此
ノ

意
趣
深
甚
な
る
を
や
︒

︿
資
料
紹
介
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壬
生
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︶
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爰
に
惣
伽
藍
造
畢
の
後
︑
＊

正
元
々
年
二
月
十
九
日
に
鐘
鋳
あ
る
べ
き
よ
し

触
催
さ
る
ゝ
処
に
︑
政
平
に
本
尊
夢
想
の
御
告
あ
り
︒
六
道
能
化
︑
霊
場
精
舎
︑

有
堂
有
塔
︑
無
鐘
無
楼
︑
進
㆓メ
テ

檀
︱

施
ノ

力
㆒ヲ

︑
成
㆓

来
際
ノ

縁
㆒

と
あ
ら
た
に
示

現
を
蒙
る
間
︑
弘
長
二
年
閏
七
月
十
五
日
に
い
た
る
ま
で
延
引
あ
り
︒
万
民
の

少
施
を
軽
し
め
ず
︑
薩
埵
の
値
遇
を
成
ぜ
し
む
︒
然
間
︑
＊

緇
素
貴
賎
集
会
し

て
財
宝
を
ほ
ど
こ
し
︑
道
俗
男
女
往
来
て
金
銀
を
な
げ
う
つ
︒
其
中
に
当
寺
の

檀
越
官
務
＊

有
家
宿
禰
こ
と
に
志
を
抽
て
︑
採
銅
所
に
下
知
し
て
十
六
斤
六
両

の
赤
銅
を
送
て
上
野
阿
闍
梨
＊

覚
慶
に
付
ら
る
︒
是
に
よ
り
て
金
鐘
鋳
冶
の
大

願
速
に
成
就
し
︑
結
縁
の
諸
人
︑
鐘
を
な
ら
し
て
各
随
喜
の
意
を
発
せ
り
︒
然

則
︑
無
明
長
夜
の
眠
を
さ
ま
し
て
︑
諸
行
無
常
の
こ
と
わ
り
を
し
り
︑
法
性
覚

月
の
暁
に
至
て
寂
滅
為
楽
の
さ
と
り
を
え
ん
事
︑
何
ぞ
是
を
疑
は
む
や
︒

加
之
︑
＊

正
嘉
・
正
元
の
比
︑
願
主
左
衛
門
尉
政
平
は
官
務
有
家
宿
禰
に
対

し
て
当
伽
藍
の
事
相
共
に
敬
信
あ
る
上
は
︑
末
代
＊

師
檀
た
る
べ
き
よ
し
懇
に

申
送
ら
る
ゝ
者
也
︒
し
か
る
に
山
林
田
園
等
を
寄
付
し
て
︑
真
俗
＊

二
諦
の
興

隆
を
致
さ
し
め
て
現
当
二
世
の
巨
益
を
仰
が
る
︒
来
際
を
つ
く
し
て
檀
那
＊

進

止
の
儀
あ
る
べ
か
ら
ず
と
云
々
︒
是
に
依
て
寺
院
の
修
造
＊

退
転
せ
ず
︒
僧
侶

踵
を
つ
ゐ
で
＊

止
住
す
︒

就
中
︑
＊

正
嘉
元
年
五
月
廿
九
日
に
大
工
鋳
物
師
宗
貞
に
課
て
＊

金
鼓
鰐
口

一

口
を
鋳
あ
ら
は
し
て
宝
前
に
か
け
奉
り
︑
左
金
吾
政
平
身
づ
か
ら
三
箇
の
逸
韻

を
鳴
し
て
薩
埵
の
尊
聴
を
ぞ
驚
す
︒
お
な
じ
く
参
向
の
人
々
︑
貴
賎
を
撰
ば
ず
︑

金
鼓
を
拍
て
敬
白
の
信
心
を
凝
す
事
︑
殊
勝
な
る
者
を
や
︒

︻
語
注
︼

政
平

平
政
平
︒
三
重
流
平
氏
︒
正
嘉
元
年
︑
壬
生
寺
の
伽
藍
を
復
興
す
る

︵
第
五
巻
第
二
話
︶
︒

弘
長
二
年

一
二
六
二
︒

金
鐘

金
で
作
っ
た
鐘
︒

土
師
宗
貞

奈
良
県
の
矢
田
寺
︵
金
剛
山
寺
︶
の
梵
鐘
︵
寛
元
四
年
︵
一
二
四

六
︶︶
に
名
が
み
え
る
︒

当
願
衆
生
一
聴
鐘
声
︑
脱
三
界
苦
得
証
菩
提

し
ば
し
ば
鐘
の
銘
に
み
ら
れ
る

文
で
あ
る
︒
元
禄
十
一
年
︵
一
六
九
八
︶﹃
浄
土
諸
回
向
宝
鑑
﹄︵
必
夢
︶
に
は
︑

﹁
聴
鐘
声
功
徳
文

出
増
一
阿
含
経

一
聴
鐘
声
当
願
衆
生
脱
三
界
苦
速
証
菩

提
﹂
と
あ
る
が
︑﹃
増
一
阿
含
経
﹄
に
は
確
認
で
き
な
い
︒

可
資
身
進
道
者
︑
即
是
増
長
善
法
之
具

﹃
釋
氏
要
覽
﹄
・﹃
翻
譯
名
義
集
﹄・

﹃
勅
修
百
丈
清
規
﹄
に
︑
﹁
所
蓄
物
︒
可
資
身
進
道
者
︒
即
是
増
長
善
法
之
具
﹂

と
あ
る
︒
い
ず
れ
も
﹃
中
阿
含
経
﹄
に
よ
る
と
い
う
が
︑
不
明
︒

阿
難
升
㆓テ

講
堂
㆒ニ

撃
㆓ニ

犍
椎
㆒ヲ

者ハ

︑
此
ハ

是
レ

如
来
信
鼓
也

﹃
四
分
律
刪
繁
補
闕

行
事
鈔
﹄・﹃
釋
氏
要
覽
﹄
・﹃
翻
譯
名
義
集
﹄
に
︑﹁
阿
難
升
講
堂
撃
犍
稚
者
︒

此
是
如
來
信
鼓
也
︒﹂
と
あ
る
︒
い
ず
れ
も
﹃
増
一
阿
含
経
﹄
に
よ
る
と
い
う
︒

﹃
増
一
阿
含
経
﹄
に
は
︑
﹁
是
時
尊
者
阿
難
聞
此
語
已
︒
歡
喜
踊
躍
不
能
自
勝
︒
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即
昇
講
堂
手
執
揵
椎
並
作
是
説
︒
我
今
撃
此
如
來
信
鼓
︒
諸
有
如
來
弟
子
衆
者

盡
當
普
集
︒﹂
と
あ
る
︒

出
離

迷
い
の
境
地
を
離
れ
︑
悟
る
こ
と
︒

得
道

仏
道
修
行
に
よ
っ
て
悟
り
を
開
く
こ
と
︒

犍
椎

打
っ
て
音
を
出
し
︑
時
を
知
ら
せ
る
も
の
の
総
称
︒

律
文

律
の
文
章
︒﹃
四
文
律
﹄
に
︑﹁
當
敷
座
當
打
揵
稚
︒
盡
共
集
一
處
︒﹂

と
あ
り
︑
相
当
す
る
か
︒

此
鐘
を
鳴
し
て
～
安
楽
の
大
利
を
得
せ
し
む

﹃
四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔
﹄・

﹃
翻
譯
名
義
集
﹄
に
︑﹁
我
鳴
此
鐘
者
爲
召
十
方
僧
衆
︒
有
得
聞
者
並
皆
雲
集
共

同
和
利
︒
又
諸
有
惡
趣
受
苦
衆
生
令
得
停
息
︒﹂
と
あ
る
︒

付
法
蔵
伝

﹃
付
法
蔵
因
縁
伝
﹄︒
六
巻
︒
吉
伽
夜
と
曇
曜
の
共
訳
︒
釈
尊
の
付

嘱
を
受
け
︑
仏
法
を
広
め
た
人
々
の
事
績
を
記
す
︒

罽
膩
吒
王
～
苦
受
停
息
す

﹃
四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔
﹄
に
︑﹁
故
付
法
藏
傳

中
罽
膩
吒
王
以
大
殺
害
故
︒
死
入
千
頭
魚
中
︒
劍
輪
繞
身
而
轉
隨
斫
隨
生
︒
若

聞
鐘
聲
劍
輪
在
空
︒
如
是
因
縁
遣
信
白
令
長
打
使
我
苦
息
︒﹂
と
あ
る
︒
ま
た
︑

﹃
翻
譯
名
義
集
﹄
に
︑﹁
付
法
藏
傳
中
︒
罽
膩
吒
王
以
大
殺
害
故
︒
死
入
千
頭
魚

中
︒
劍
輪
繞
身
而
轉
︒
隨
斫
隨
生
︒
羅
漢
爲
僧
維
那
︒
依
時
打
鐘
︒
若
聞
鐘
聲

劍
輪
在
空
︒
如
是
因
縁
遣
信
白
令
長
打
使
我
苦
息
︒﹂
と
あ
る
︒
な
お
︑﹃
付
法

蔵
伝
﹄
に
は
︑﹁
罽
昵
吒
王
貪
虐
無
道
︒︵
中
略
︶
生
大
海
中
作
千
頭
魚
︒
劍
輪

迴
注
斬
截
其
首
︒
續
復
尋
生
次
第
更
斬
︒
如
是
展
轉
乃
至
無
量
︒
須
臾
之
間
頭

滿
大
海
︒
時
有
羅
漢
爲
僧
維
那
︒
王
即
白
言
︒
今
此
劍
輪
聞
犍
椎
音
即
便
停
止
︒

於
其
中
間
苦
痛
小
息
︒﹂
と
あ
る
︒

維
那

法
会
に
集
僧
を
引
導
す
る
こ
と
︒

増
一
阿
含

﹃
増
一
阿
含
経
﹄︒
初
期
仏
教
経
典
で
あ
る
四
阿
含
経
の
一
つ
︒

若
シ

打
㆑タ
ン

鐘
ヲ

時
︑
一
切
ノ

悪
道
諸
ノ

苦
並
ニ

得ウ
㆓

停
止
㆒コ
ト
ヲ

﹃
四
分
律
刪
繁
補

闕
行
事
鈔
﹄・﹃
翻
譯
名
義
集
﹄・
﹃
佛
祖
統
紀
﹄
に
︑
﹁
若
打
鐘
時
一
切
惡
道
諸

苦
並
得
停
止
︒﹂
と
あ
る
︒
﹃
法
苑
珠
林
﹄・﹃
諸
經
要
集
﹄
に
も
み
え
る
︒
い
ず

れ
も
﹃
増
一
阿
含
経
﹄
に
よ
る
と
い
う
︒

正
元
々
年

一
二
五
九
︒

緇
素

僧
と
俗
人
︒

有
家

小
槻
有
家
︒
？
～
一
二
八
〇
︒
小
槻
氏
壬
生
官
務
家
は
︑
晴
富
を
は
じ

め
と
し
て
︑
壬
生
寺
と
関
係
が
深
い
︒
近
世
前
中
期
に
は
︑
壬
生
寺
住
持
は
壬

生
家
の
実
子
ま
た
は
猶
子
が
就
任
す
る
慣
例
で
あ
っ
た
︵
京
都
大
学
総
合
博
物

館
蔵
﹃
壬
生
家
文
書
﹄︶︒

覚
慶

不
詳
︒
第
六
巻
第
五
話
に
執
行
と
し
て
名
が
み
え
る
︒

正
嘉
・
正
元
の
比

一
二
五
七
～
一
二
六
〇
︒

師
檀

師
僧
と
檀
那
︒
寺
僧
と
檀
家
︒

二
諦

世
俗
の
真
理
で
あ
る
俗
諦
と
︑
出
世
間
の
真
理
で
あ
る
真
諦
︒

進
止

土
地
や
人
を
支
配
す
る
こ
と
︒
檀
那
が
寺
を
支
配
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
︑
の
意
か
︒

︿
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介
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退
転

修
行
で
得
た
悟
り
を
失
い
︑
後
戻
り
す
る
こ
と
︒
前
よ
り
も
悪
く
な
る

こ
と
︒

止
住

と
ど
ま
り
住
む
こ
と
︒

正
嘉
元
年

一
二
五
七
︒

金
鼓

鰐
口
︒
壬
生
寺
の
大
念
仏
に
用
い
ら
れ
た
か
︒
壬
生
寺
所
蔵
の
金
鼓

︵
昭
和
三
七
年
七
月
の
本
堂
火
災
で
鎔
融
︶
の
銘
に
︑﹁
地
蔵
院
奉
鋳
顕
金
皷
壱

口
正
嘉
元
年
丁
巳
五
月
廿
九
日
鋳
物
師
大
工
大
和
権
守
土
師
宗
貞
﹂
と
あ
っ
た
︒

︻
補
注
︼

本
話
で
は
︑﹃
付
法
蔵
伝
﹄
や
﹃
増
一
阿
含
経
﹄
に
経
文
が
あ
る
と
さ
れ
る
︒

し
か
し
︑
本
文
と
一
致
す
る
部
分
が
多
い
の
は
︑
そ
れ
を
引
用
し
て
い
る
書
︑

す
な
わ
ち
﹃
四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔
﹄︵
南
山
道
宣
︵
五
九
六
～
六
六
七
︶︶

と
︑
紹
興
十
三
年
︵
一
一
四
三
︶﹃
翻
譯
名
義
集
﹄︵
法
雲
︶
で
あ
る
︒

﹃
四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔
﹄
に
は
︑

我
鳴
此
鐘
者
爲
召
十
方
僧
衆
︒
有
得
聞
者
並
皆
雲
集
共
同
和
利
︒
又
諸
有

惡
趣
受
苦
衆
生
令
得
停
息
︒
故
付
法
藏
傳
中
罽
膩
吒
王
以
大
殺
害
故
︒
死

入
千
頭
魚
中
︒
劍
輪
繞
身
而
轉
隨
斫
隨
生
︒
若
聞
鐘
聲
劍
輪
在
空
︒
如
是

因
縁
遣
信
白
令
長
打
使
我
苦
息
︒
即
増
一
阿
含
云
︒
若
打
鐘
時
一
切
惡
道

諸
苦
並
得
停
止
︒
此
並
因
縁
相
召
︒

と
あ
る
︒﹃
翻
譯
名
義
集
﹄
に
は
︑

我
鳴
此
鐘
者
︒
爲
召
十
方
僧
衆
︒
有
得
聞
者
︒
並
皆
雲
集
︒
共
同
和
利
︒

又
諸
惡
趣
受
苦
衆
生
︒
令
得
停
息
故
︒
付
法
藏
傳
中
︒
罽
膩
吒
王
以
大
殺

害
故
︒
死
入
千
頭
魚
中
︒
劍
輪
繞
身
而
轉
︒
隨
斫
隨
生
︒
羅
漢
爲
僧
維
那
︒

依
時
打
鐘
︒
若
聞
鐘
聲
劍
輪
在
空
︒
知
是
因
縁
遺
信
白
︒
令
長
打
︒
使
我

苦
息
︒

と
あ
る
︒

両
者
に
共
通
す
る
文
も
多
い
が
︑
前
者
が
よ
り
本
話
と
近
い
︒
と
は
い
え
︑

﹁
羅
漢
あ
り
て
︑
僧
の
為
に
維
那
し
て
﹂
は
︑
﹃
四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔
﹄
に

は
な
く
︑﹃
付
法
蔵
伝
﹄
に
﹁
時
有
羅
漢
爲
僧
維
那
︒﹂
と
あ
る
︵
﹃
翻
譯
名
義

集
﹄
で
は
﹁
羅
漢
爲
僧
維
那
︒﹂
︶
た
め
︑
参
照
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
︒

︵
版
本
：
上
巻
第
九
話
﹁
当
寺
撞
鐘
を
鋳
る
事

付
政
平
瑞
夢
の
事
﹂)

一

本
願
大
僧
都
感
夢
事

付
佉
陀
羅
山
引
導
事

︻
本
文
︼

爰
に
＊

本
願
大
僧
都
は
＊

竹
馬
の
幼
年
よ
り
＊

鳩
杖
の
頽
齢
に
及
ま
で
︑
慈

悲
喜
捨
を
以
て
心
と
し
︑
柔
和
忍
辱
を
以
て
行
と
す
︒
さ
れ
ば
＊

久
習
練
行
の

学
窓
に
は
＊

流
を
酌
て
源
を
尋
ぬ
る
に
︑
法
水
是
に
依
て
久
し
く
湛
へ
︑
＊

香

を
聞
て
根
を
討
ず
る
に
︑
仏
樹
こ
れ
に
よ
て
い
よ
〳
〵
茂
し
︒
加
之
︑
＊

惣
持

＊

瑜
伽
の
密
場
に
は
︑
＊

五
相
成
身
の
月
千
秋
の
光
を
耀
し
︑
＊

六
大
四
曼
の

花
万
春
の
匂
を
薫
ず
︒
然
則
︑
弱
冠
の
年
よ
り
地
蔵
菩
薩
を
持
尊
と
し
て
︑
行

︿
資
料
紹
介
﹀﹁
壬
生
地
蔵
縁
起
絵
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﹂
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︶
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住
坐
臥
に
も
彼
本
誓
を
念
じ
︑
＊

造
次
顚
沛
に
も
悲
願
を
忘
れ
給
は
ず
︒
殊
に

当
寺
の
本
尊
に
＊

親
り
霊
夢
を
感
じ
ま
し
ま
す
事
︑
こ
れ
度
々
に
及
べ
り
︒

其
中
に
不
思
議
第
一
な
る
は
︑
地
蔵
菩
薩
た
ゞ
ち
に
快
賢
僧
都
を
佉
羅
陀
山

中
へ
御
引
導
あ
り
︒
＊

昔
釈
迦
大
師
︑
此
山
に
し
て
一
万
二
千
人
の
比
丘
衆
︑

三
万
六
千
人
の
菩
薩
衆
︑
一
切
の
諸
天
お
よ
び
諸
龍
・
夜
叉
・
人
非
人
等
の
衆
︑

金
輪
銀
輪
の
諸
輪
王
等
を
十
方
よ
り
来
集
せ
し
め
て
延
命
地
蔵
経
を
説
給
へ
る

儀
式
を
御
拝
見
あ
り
と
ぞ
︒
門
弟
の
琳
厳
禅
師
に
つ
ぶ
さ
に
御
し
め
し
あ
り
︒

そ
れ
佉
羅
陀
山
利
益
衆
生
の
事
︑
＊

経
文
に
み
え
た
り
︒
今
し
ば
ら
く
図
画

し
て
信
心
を
す
ゝ
む
べ
き
も
の
也
︒
さ
れ
ば
＊

或
経
に
い
は
く
︑
絵
に
か
き
た

る
を
見
て
も
一
た
び
三
宝
の
境
界
を
信
ず
れ
ば
︑
有
漏
の
業
を
つ
く
し
て
無
上

の
仏
果
を
ひ
ら
く
と
と
け
り
︒
誠
に
あ
さ
き
た
わ
ぶ
れ
の
ふ
か
き
縁
と
な
る
事

は
︑
絵
に
す
ぎ
た
る
は
な
し
︒
こ
の
絵
を
御
覧
じ
て
一
念
の
信
を
催
し
た
ま
は

む
人
は
︑
ゆ
ゝ
し
き
地
蔵
値
遇
の
た
よ
り
な
る
べ
し
︒
た
と
へ
ば
い
た
づ
ら
に

野
沢
の
水
を
置
な
が
ら
︑
草
葉
の
露
に
や
ど
る
月
影
も
︑
信
心
を
す
ゝ
む
る
光

と
こ
そ
み
え
侍
れ
︒
そ
の
ゆ
へ
は
︑
大
善
を
い
と
な
め
ど
も
︑
信
な
く
し
て
心

濁
ぬ
れ
ば
︑
感
応
の
光
を
へ
だ
つ
︒
そ
れ
ひ
ろ
き
野
沢
の
濁
れ
る
水
の
月
を
う

か
べ
ざ
る
に
に
た
り
︒
少
善
を
修
す
れ
ど
も
︑
信
を
お
こ
し
て
心
を
す
ま
せ
ば
︑

利
益
の
影
を
う
く
︒
秋
草
の
し
げ
み
が
下
さ
ゆ
り
柴
の
露
を
も
と
め
て
月
の
や

ど
る
が
ご
と
し
︒
お
ろ
か
な
る
人
の
中
に
さ
と
ら
ざ
る
事
あ
り
︒
仏
神
に
祈
る

に
︑
の
ぞ
む
所
か
な
わ
ざ
れ
ば
恨
を
な
し
︑
経
論
を
よ
む
に
︑
も
と
む
る
こ
と

と
げ
ざ
れ
ば
疑
を
な
す
︒
是
を
邪
見
の
人
と
申
な
り
︒
か
し
こ
き
は
た
ゞ
我
信

心
の
か
し
こ
き
也
︒
万
善
こ
れ
よ
り
始
る
︒
つ
た
な
き
も
又
我
不
信
の
つ
た
な

き
な
り
︒
こ
れ
三
宝
の
＊

偏
頗
に
は
あ
ら
ず
︒
さ
れ
ば
釈
教
に
は
＊

仏
法
大
海

信
為
能
入
と
説
き
︑
儒
教
に
は
＊

人
無
㆑ク
バ

信
而
不
㆑ズ

立
セ

︑
車
ハ

無
㆓ハ

輗
軏
㆒

不
㆑

行
と
云
り
︒
内
外
の
典
籍
に
も
︑
人
は
信
あ
る
べ
し
と
こ
そ
を
し
へ
侍
れ
︒

そ
れ
佉
羅
陀
山
は
摩
喝
陀
国
の
正
中
に
伽
耶
と
い
ふ
都
あ
り
︒
其
よ
り
南
の

方
十
五
里
を
す
ぎ
て
此
山
は
あ
り
︒
高
き
こ
と
九
百
四
十
丈
︑
広
さ
七
百
二
十

丈
也
︒
＊

本
願
経
に
い
は
く
︑
＊

地
蔵
菩
薩
は
十
方
世
界
に
百
千
万
億
の
身
を

現
て
︑
そ
の
一
身
ご
と
に
人
を
ゝ
し
へ
て
三
宝
に
帰
せ
し
め
て
仏
に
な
す
と
い

へ
り
︒
又
一
切
の
日
仙
︑
こ
の
山
に
住
す
無
数
の
菩
薩
も
あ
つ
ま
り
た
ま
ふ
と

と
け
り
︒
七
宝
を
以
て
山
と
す
︒
佉
羅
提
樹
多
く
生
た
り
︒
黄
な
る
雲
つ
ね
に

そ
び
く
︒
是
は
六
道
の
衆
生
の
喜
も
歎
も
あ
る
時
の
気
あ
つ
ま
り
て
黄
な
る
雲

と
な
る
︒
是
に
よ
り
て
此
山
を
黄
雲
山
と
は
申
也
︒
地
蔵
尊
︑
黄
色
の
雲
を
見

給
ひ
て
︑
御
身
を
あ
ま
た
に
わ
か
ち
て
遊
化
済
度
す
︒
＊

経
に
い
は
く
︑
慈
悲

あ
さ
き
菩
薩
は
浄
土
に
住
し
て
衆
生
を
接
取
す
︒
慈
悲
ふ
か
き
菩
薩
は
穢
土
に

居
し
て
群
生
を
利
す
と
い
へ
り
︒
＊

等
覚
＊

無
垢
の
大
聖
︑
恒
沙
に
お
は
し
ま

せ
ど
も
︑
我
等
が
た
め
に
慈
悲
こ
と
に
ふ
か
き
は
地
蔵
菩
薩
ひ
と
り
す
ぐ
れ
給

へ
り
︒
さ
れ
ば
釈
迦
如
来
も
其
悲
願
を
か
ゞ
み
て
︑
我
滅
度
の
後
︑
＊

弥
勒
出

世
の
中
間
︑
造
悪
の
衆
生
を
引
導
し
ま
し
ま
せ
と
ぞ
附
属
し
給
ひ
し
︒
地
蔵
も

あ
や
ぶ
む
事
な
く
う
け
と
り
︑
力
の
よ
く
済
度
に
た
へ
て
お
は
し
ま
す
に
こ
そ
︒

︿
資
料
紹
介
﹀﹁
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又
弥
陀
の
教
法
の
た
う
と
き
も
︑
末
法
万
年
の
ゝ
ち
わ
づ
か
に
百
年
あ
る
べ
し
︒

其
後
は
再
び
聞
事
か
た
し
︒
地
蔵
の
教
法
は
五
十
六
億
七
千
万
歳
な
れ
ば
︑

＊

龍
花
の
あ
か
つ
き
に
つ
ゞ
く
べ
し
︒
我
等
も
其
時
ま
で
出
離
せ
ず
ば
︑
地
蔵

の
外
は
能
化
な
し
︒
弥
陀
の
浄
土
は
十
万
億
の
国
を
隔
て
は
る
か
な
り
︒
佉
羅

陀
山
は
中
天
竺
の
国
の
う
ち
な
れ
ば
︑
わ
づ
か
に
十
万
余
里
の
外
な
り
︒
即
身

に
ま
い
る
と
も
や
す
か
る
べ
し
︒
我
等
に
縁
の
ふ
か
く
を
は
す
る
に
こ
そ
︒
又

弥
陀
如
来
は
深
重
な
れ
ど
も
︑
＊

接
取
の
光
明
は
念
仏
の
者
を
の
み
照
す
︒
も

し
我
等
が
ご
と
く
＊

散
乱
放
逸
の
人
︑
信
心
の
念
仏
は
一
遍
も
か
た
け
れ
ば
︑

無
量
光
の
接
取
に
も
る
ゝ
事
の
か
な
し
か
る
べ
き
に
︑
地
蔵
菩
薩
︑
此
山
に
住

し
て
＊

毎
日
晨
朝
に
恒
沙
の
定
に
入
て
十
方
を
済
度
し
た
ま
ふ
︒
我
等
が
伏
た

る
そ
ば
へ
も
来
り
給
ら
む
︒
さ
れ
ば
散
乱
の
称
名
も
天
耳
の
聞
を
お
ど
ろ
か
し
︑

不
信
の
礼
拝
も
仏
眼
さ
だ
め
て
照
し
ま
し
ま
さ
む
︒
た
と
ひ
念
奉
ら
ず
と
も
︑

ま
ぼ
り
た
ま
ふ
べ
し
︒
ま
し
て
一
念
も
帰
依
供
養
せ
む
輩
は
︑
利
益
を
う
た
が

ふ
こ
と
な
か
れ
︒

︻
語
注
︼

本
願
大
僧
都

壬
生
寺
開
基
快
賢
︒

竹
馬
の
幼
年

竹
馬
で
遊
ぶ
よ
う
な
幼
い
年
齢
︒

鳩
杖
の
頽
齢

老
年
︒﹁
鳩
杖
﹂
は
握
り
に
鳩
の
飾
り
が
あ
る
杖
で
︑
宮
中
か

ら
老
臣
に
与
え
ら
れ
た
︒

久
習
練
行

久
し
く
修
行
を
行
う
こ
と
︒

流
を
酌
て
～
根
を
討
ず
る

﹃
摩
訶
止
観
﹄
に
︑﹁
然
挹
流
尋
源
聞
香
討
根
︒﹂

と
あ
る
︒
真
名
本
﹃
曾
我
物
語
﹄
に
︑
﹁
そ
の
源
を
尋
ぬ
れ
ば
︑
偏
に
こ
れ
︑

か
の
仏
は
威
神
力
の
源
を
尋
ね
て
流
れ
を
酌
み
︑
香
を
聞
て
根
を
討
た
ん
ず
る

時
は
︑
豈
称
嘆
を
加
へ
ざ
ら
む
や
︒﹂
と
あ
る
︒

惣
持

﹁
陀
羅
尼
﹂
の
訳
︒
す
べ
て
の
も
の
を
お
さ
め
保
っ
て
忘
れ
な
い
こ
と
︒

瑜
伽

瞑
想
に
よ
っ
て
仏
と
一
体
に
な
る
こ
と
を
め
ざ
す
修
行
法
︒
ま
た
は
︑

真
言
密
教
の
こ
と
︒

五
相
成
身

密
教
で
︑
行
者
が
五
段
階
の
観
行
を
修
し
て
仏
身
を
得
る
こ
と
︒

六
大
四
曼

真
言
宗
で
︑
六
大
が
万
有
の
本
体
︑
四
曼
は
そ
の
す
が
た
で
あ
る

と
い
う
関
係
を
示
し
た
も
の
︒

造
次
顚
沛

わ
ず
か
な
時
間
の
た
と
え
︒

親
り

ま
の
あ
た
り
︒

昔
釈
迦
大
師
～
延
命
地
蔵
経
を
説
給
へ
る
儀
式

﹃
延
命
地
蔵
菩
薩
経
﹄
に
︑

﹁
一
時
佛
︒
在
佉
羅
佗
山
︒
與
大
比
丘
衆
萬
二
千
人
倶
︒
菩
薩
三
萬
六
千
人
倶
︒

一
切
諸
天
及
龍
夜
叉
人
非
人
等
︒
金
輪
銀
輪
諸
輪
王
等
︒
従
十
方
来
︒﹂
と
あ

る
︒

経
文

﹃
延
命
地
蔵
菩
薩
経
﹄︒

或
経
に
い
は
く
～
無
上
の
仏
果
を
ひ
ら
く
と
と
け
り

﹃
龍
樹
菩
薩
爲
禪
陀
迦

王
説
法
要
偈
﹄
・﹃
往
生
要
集
﹄
に
︑﹁
若
見
圖
畫
聞
他
言
或
隨
經
書
自
憶
念
﹂

︿
資
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紹
介
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と
あ
る
︒
ま
た
﹃
三
宝
絵
﹄
に
は
﹁
昔
龍
樹
菩
薩
の
禅
陀
迦
王
を
お
し
へ
た
る

偈
に
い
は
く
︑
も
し
絵
に
か
け
る
を
見
て
も
︑
人
に
い
は
む
を
聞
き
て
も
︑
或

る
は
経
と
書
と
に
随
ひ
て
︑
自
づ
か
ら
悟
り
念
へ
﹂
と
あ
る
︒

偏
頗

か
た
よ
っ
て
い
て
不
公
平
な
こ
と
︒

仏
法
大
海
信
為
能
入

﹃
大
智
度
論
﹄
を
は
じ
め
︑
多
く
の
経
典
に
み
え
る
︒

人
無
㆑ク
バ

信
而
不
㆑ズ

立
セ

︑
車
ハ

無
㆓ハ

輗
軏
㆒

不
㆑

行

﹃
念
佛
鏡
﹄
に
︑﹁
又
人
無
信

而
不
立
︒
車
無
輗
軏
不
行
︒﹂
と
あ
る
︒﹃
妙
法
蓮
華
經
玄
賛
﹄・﹃
阿
彌
陀
經
通

賛
疏
﹄
に
︑﹁
自
古
皆
有
死
人
無
信
不
立
︒
如
大
車
無
輗
小
車
無
軏
︒﹂
と
あ
る
︒

﹃
論
語
﹄
顔
淵
第
十
二
に
︑﹁
曰
︑
去
食
︒
自
古
皆
有
死
︒
民
無
信
不
立
︒﹂
と

あ
り
︑﹃
論
語
﹄
為
政
に
︑﹁
子
曰
︑
人
而
無
信
︑
不
知
其
可
也
︒
大
車
無
輗
︑

小
車
無
軏
︑
其
何
以
行
之
哉
︒﹂
と
あ
る
の
が
出
典
で
あ
る
︒

本
願
経

﹃
地
蔵
菩
薩
本
願
経
﹄︒

地
蔵
菩
薩
は
十
方
世
界
に
～
仏
に
な
す
と
い
へ
り

﹃
地
蔵
菩
薩
本
願
経
﹄
に
︑

﹁
毎
一
世
界
化
百
千
萬
億
身
︒
毎
一
身
度
百
千
萬
億
人
︒
令
歸
敬
三
寶
永
離
生

死
至
涅
槃
樂
但
於
佛
法
中
所
爲
善
事
︒﹂
と
あ
る
︒

経
に
い
は
く
～
群
生
を
利
す
と
い
へ
り

出
典
未
詳
︒

等
覚

菩
薩
の
最
高
位
︒
菩
薩
が
修
行
を
完
成
し
て
正
覚
︵
真
の
悟
り
︶
の
仏

と
等
し
く
な
っ
た
位
︒

無
垢

煩
悩
の
な
い
こ
と
︒
ま
た
は
︑
等
覚
の
位
の
こ
と
︒

弥
勒
出
世
の
中
間

釈
迦
入
滅
か
ら
︑
弥
勒
が
五
十
六
億
七
千
万
年
後
に
現
れ

る
ま
で
の
間
︑
地
蔵
菩
薩
が
衆
生
を
救
済
す
る
と
い
う
︒

龍
花
の
あ
か
つ
き

龍
華
三
会
の
こ
と
︒
釈
迦
入
滅
か
ら
五
十
六
億
七
千
万
年

後
︑
弥
勒
菩
薩
が
こ
の
世
に
出
て
龍
花
樹
の
下
で
悟
り
を
開
き
︑
衆
生
済
度
の

た
め
に
開
く
と
い
う
三
回
の
説
法
の
会
座
︒

接
取
の
光
明
は
念
仏
の
者
を
の
み
照
す

﹃
観
無
量
寿
経
﹄
に
﹁
光
明
遍
照
十

方
世
界
︒
念
佛
衆
生
攝
取
不
捨
︒﹂
と
あ
る
︒

散
乱

心
が
乱
れ
る
こ
と
︒

毎
日
晨
朝
に
恒
沙
の
定
に
入
て
十
方
を
済
度
し
た
ま
ふ

﹃
地
蔵
十
輪
経
﹄
に
︑

﹁
此
善
男
子
︒
於
一
一
日
毎
晨
朝
時
︒
爲
欲
成
熟
諸
有
情
故
︒
入
殑
伽
河
沙
等

諸
定
︒
從
定
起
已
遍
於
十
方
諸
佛
國
土
︒﹂
と
あ
る
︒
﹃
往
生
要
集
﹄
に
︑﹁
地

藏
菩
薩
︒
毎
日
晨
朝
入
恒
沙
定
︒
周
遍
法
界
拔
苦
衆
生
︒﹂
と
あ
る
︒

︵
版
本
：
中
巻
第
一
話
﹁
本
願
僧
都
夢
中
に
佉
羅
陀
山
に
至
る
事
﹂)

一

同
僧
都
夢
中
六
地
蔵
名
号
授
給
事

付
六
道
能
化
功
能
事

︻
本
文
︼

＊

永
承
季
中
の
比
︑
本
願
大
僧
都
禅
室
に
入
給
ふ
時
︑
生
身
の
地
蔵
菩
薩
と

お
ぼ
し
く
て
︑
六
導
の
能
化
た
る
六
地
蔵
尊
の
名
号
を
具
に
御
演
説
あ
り
︒
こ

れ
則
＊

黄
泉
嶮
路
の
よ
そ
お
ひ
︑
閻
魔
庁
庭
の
く
る
し
み
也
︒
然
に
夢
中
の
見

相
を
御
弟
子
中
将
阿
闍
梨
性
尊
に
御
し
め
し
あ
り
︒

夫
六
地
蔵
の
深
秘
は
︑
＊

蓮
華
三
昧
経
に
と
け
り
︒
す
こ
し
き
も
た
が
は
ず
︒

︿
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奇
異
の
勝
事
︑
何
ご
と
か
是
に
し
か
む
や
︒

先
第
一
の
檀
陀
地
蔵
は
地
獄
道
の
能
化
也
︒
檀
陀
と
は
天
竺
の
語
︑
爰
に
は

人
頭
と
翻
せ
り
︒
琰
魔
の
庭
に
＊

人
頭
幢
あ
り
︒
罪
人
に
む
か
ひ
て
忿
怒
の
顔

を
現
じ
︑
口
よ
り
鉄
鎖
を
吐
て
罪
人
を
縛
り
︑
先
世
の
罪
業
を
白
状
す
る
こ
と

明
鏡
に
し
て
隠
な
し
︒
其
時
彼
白
状
に
任
て
︑
琰
魔
王
造
悪
の
者
を
八
寒
八
熱

の
奈
利
に
落
し
た
ま
ふ
︒
罪
人
は
自
業
自
得
の
因
果
を
ば
顧
ず
︑
た
ゞ
ふ
か
く

人
頭
幢
を
恨
が
故
に
︑
地
蔵
菩
薩
罪
人
の
歎
を
か
な
し
み
給
ひ
て
︑
人
頭
幢
を

摯
て
舌
を
ま
き
口
を
と
ぢ
て
物
を
い
わ
せ
ず
︑
彼
白
状
を
止
た
ま
へ
り
︒
人
頭

す
で
に
を
し
こ
め
ら
る
ゝ
う
へ
は
︑
八
面
の
＊

浄
頗
利
鏡
も
打
破
り
︑
ま
た

＊

挍
量
業
の
秤
も
折
す
て
ゝ
︑
獄
卒
を
し
り
ぞ
け
地
獄
の
釜
を
破
折
し
て
︑
罪

人
を
と
り
出
し
＊

苦
を
ぬ
き
楽
を
あ
た
ふ
る
事
︑
偏
に
檀
陀
地
蔵
の
利
生
也
︒

第
二
に
餓
鬼
道
の
能
化
た
る
宝
手
地
蔵
は
︑
手
に
如
意
宝
珠
を
す
べ
給
へ
り
︒

夫
餓
鬼
道
の
衆
生
は
︑
先
世
の
慳
貪
の
罪
に
よ
り
︑
五
百
歳
を
送
り
て
飲
食
の

名
字
を
す
ら
聞
事
な
し
︒
飢
羸
慞
惶
の
あ
ま
り
己
が
脛
を
砕
ひ
て
食
ひ
︑
身
づ

か
ら
が
子
を
と
り
て
は
飢
を
や
す
め
ん
と
す
れ
ど
も
︑
暫
も
な
ぐ
さ
ま
む
事
な

け
れ
ば
︑
地
蔵
菩
薩
如
意
珠
よ
り
餓
鬼
道
の
衆
生
の
こ
の
む
と
こ
ろ
の
種
々
の

飲
食
を
ふ
ら
し
て
︑
忽
に
飽
足
せ
し
む
る
ゆ
へ
に
宝
手
地
蔵
と
な
づ
け
奉
る
︒

夫
餓
鬼
道
の
苦
患
を
ぬ
ひ
て
法
喜
禅
悦
の
楽
を
与
る
事
は
︑
宝
手
地
蔵
の
利
生

也
︒第

三
に
畜
生
道
の
能
化
た
る
宝
印
手
地
蔵
は
︑
如
意
宝
印
の
御
手
を
の
べ
て
︑

寸
の
虫
は
分
の
虫
を
の
み
︑
尺
の
虫
は
寸
の
虫
を
食
ふ
こ
と
を
取
得
て
︑
互
残

食
の
苦
を
ぬ
ひ
て
︑
＊

実
相
甘
露
の
法
味
を
あ
た
へ
給
へ
り
︒
凡
畜
生
道
は
小

よ
り
大
に
い
た
る
ま
で
︑
飲
血
を
残
害
す
る
苦
た
へ
が
た
し
︒
＊

金
翅
鳥
は
あ

さ
な
〳
〵
大
海
を
あ
ふ
ぎ
ほ
し
て
一
千
の
龍
子
を
取
噉
ふ
時
︑
父
母
の
大
龍
こ

れ
を
み
て
歎
き
悲
む
事
︑
幾
許
哉
︒
そ
の
報
答
に
＊

難
陀
跋
難
陀
龍
王
は
須
弥

山
を
七
匝
に
搦
巻
て
尾
を
あ
げ
て
山
を
扣
ば
︑
須
弥
頂
の
鉄
樹
に
巣
を
か
け
て

産
を
く
金
翅
鳥
の
卵
ど
も
︑
ゆ
す
ら
れ
て
落
事
︑
霰
雨
の
ご
と
く
な
る
を
︑
二

龍
口
を
開
て
そ
の
卵
を
呑
に
︑
父
母
の
金
翅
鳥
是
を
見
て
悲
む
事
︑
い
か
ば
か

り
ぞ
や
︒
如
此
の
苦
患
た
へ
が
た
き
を
地
蔵
菩
薩
如
意
宝
印
の
御
手
を
の
べ
て

畜
類
の
苦
を
ぬ
き
た
ま
ふ
こ
と
︑
偏
に
宝
印
手
地
蔵
の
利
生
也
︒

第
四
に
修
羅
道
の
能
化
た
る
持
地
々
蔵
は
︑
そ
れ
修
羅
は
地
に
す
み
︑
帝
釈

は
天
に
居
す
︒
さ
れ
ば
天
地
の
中
あ
し
く
し
て
︑
毎
月
の
十
六
日
の
辰
の
一
点

に
は
決
定
と
し
て
合
戦
あ
る
に
︑
修
羅
は
毎
度
軍
に
ま
け
て
引
退
て
闘
諍
の
楯

を
大
海
の
底
に
す
つ
︒
天
に
も
し
雷
鳴
ば
天
帝
釈
軍
の
鼓
か
と
聞
て
︑
肝
を
け

し
魂
を
う
し
な
ふ
︒
苦
患
云
ば
か
り
な
し
︒
此
時
持
地
々
蔵
︑
大
地
を
た
も
ち
︑

＊

合
戦
道
の
城
郭
を
警
固
し
給
ひ
︑
安
穏
な
ら
し
め
て
闘
諍
の
苦
を
し
り
ぞ
く

る
故
に
︑
持
地
々
蔵
と
は
申
な
り
︒
さ
れ
ば
彼
菩
薩
を
憑
奉
れ
ば
︑
か
な
ら
ず

軍
に
勝
ゆ
へ
に
勝
軍
地
蔵
と
号
す
︒
是
持
地
々
蔵
の
悲
願
也
︒

第
五
に
人
道
の
能
化
た
る
除
蓋
障
地
蔵
は
︑
人
間
の
八
苦
の
蓋
障
を
除
て
故

に
此
嘉
名
を
た
つ
︒
夫
＊

八
苦
は
蓋
の
ご
と
く
に
覆
て
︑
人
間
の
楽
を
さ
ゆ
れ
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ど
も
︑
地
蔵
尊
を
信
ず
れ
ば
時
日
を
廻
さ
ず
︑
貧
窮
困
苦
の
者
に
福
徳
の
楽
を

あ
た
へ
︑
乃
至
死
苦
の
者
に
は
定
業
を
転
じ
て
延
命
の
楽
を
施
給
ひ
て
︑
＊

臨

終
正
念
に
住
し
︑
八
苦
の
蓋
障
を
退
る
事
は
︑
除
蓋
障
地
蔵
の
利
益
也
︒

第
六
に
天
道
の
能
化
た
る
日
光
地
蔵
の
利
生
は
︑
＊

天
人
五
衰
の
闇
を
照
し

給
ふ
地
蔵
な
り
︒
夫
天
人
に
は
五
衰
の
禍
雲
た
ち
ぬ
れ
ば
︑
悲
み
来
る
事
限
な

し
︒
此
時
か
な
ら
ず
死
せ
ん
と
す
︒
し
か
り
と
い
へ
ど
も
︑
地
蔵
尊
を
信
ず
れ

ば
︑
忌
雲
た
ち
ま
ち
に
晴
て
︑
日
光
地
蔵
の
め
ぐ
み
を
蒙
る
故
に
長
寿
天
と
な

れ
り
︒
是
日
光
地
蔵
の
済
度
也
︒
夫
地
蔵
の
真
実
の
本
地
は
︑
一
代
聖
教
の
中

に
秘
し
て
あ
ら
は
さ
ゞ
る
勝
事
な
る
を
や
︒
日
光
地
蔵
と
申
は
日
天
子
な
れ
ば
︑

本
地
観
世
音
な
り
︒
又
観
音
の
本
地
は
弥
陀
如
来
と
号
す
︒
さ
れ
ば
＊

秘
経
に

は
＊

観
自
在
王
如
来
と
説
り
︒
娑
婆
に
し
て
は
観
音
と
現
じ
︑
極
楽
に
て
は
弥

陀
＊

覚
王
の
果
徳
を
成
じ
て
︑
三
世
常
恒
に
念
仏
の
衆
生
を
来
迎
し
給
へ
り
︒

然
則
︑
弥
陀
・
観
音
・
地
蔵
尊
は
同
体
異
名
の
利
生
方
便
な
り
︒
弥
陀
如
来
は

妙
覚
高
貴
の
御
姿
に
し
て
︑
＊

下
化
衆
生
の
形
に
相
応
せ
ざ
れ
ば
観
音
と
変
ぜ

り
︒
観
音
も
猶
声
華
に
︑
首
に
宝
冠
を
め
し
て
︑
身
に
瓔
珞
を
か
ざ
り
︑
気
高

幽
玄
に
ま
し
ま
せ
ば
︑
＊

潦
倒
ぬ
る
声
聞
の
形
た
る
地
蔵
と
成
て
︑
六
道
の
底

に
し
づ
み
は
て
ゝ
浮
べ
る
期
な
き
罪
人
を
︑
毎
日
の
晨
朝
に
諸
の
地
獄
に
遊
化

し
て
受
苦
の
衆
生
を
救
給
へ
り
︒
ま
た
＊

観
音
の
弘
誓
の
ふ
か
き
事
︑
海
の
ご

と
く
な
る
も
︑
地
蔵
の
深
重
の
慈
悲
に
は
及
ば
ず
と
云
り
︒
所
以
者
何
︑
い
づ

れ
の
菩
薩
か
晨
朝
ご
と
に
諸
の
地
獄
に
入
て
罪
人
の
苦
に
か
わ
り
給
ふ
や
︒
百

劫
の
中
に
お
ひ
て
無
量
数
の
菩
薩
に
帰
依
せ
む
よ
り
は
︑
一
念
の
間
も
地
蔵
菩

薩
を
信
ず
る
功
徳
に
し
か
ず
と
み
え
た
り
︒
さ
れ
ば
経
に
は
＊

一
日
称
㆓ス
レ
バ

地

蔵
㆒ト

功
徳
大
イ
ナ
リ

︑
名
ヲ

聞
ク
モ

勝
㆔レ
タ
リ

倶
胝
劫
ノ

中
ニ

称
㆓ス
ル
ニ
ハ

余
ノ

智
者
徳
㆒ヲ

と

説
け
り
︒
そ
れ
大
慈
大
悲
の
至
極
し
た
る
を
地
蔵
薩
埵
と
は
申
也
︒

是
地
蔵
菩
薩
ま
の
あ
た
り
本
願
大
僧
都
に
霊
夢
を
感
ぜ
し
め
給
ふ
に
よ
り
て
︑

此
大
事
を
し
る
せ
り
︒
利
生
行
願
の
不
思
議
な
る
事
は
︑
如
来
無
碍
の
弁
説
を

以
て
無
量
億
劫
説
給
ふ
と
も
︑
宣
つ
く
す
べ
か
ら
ず
︒
何
況
や
凡
夫
の
吻
を
以

て
演
申
さ
む
事
は
︑
蚊
虻
の
大
海
を
吸
ひ
︑
螻
蟻
の
須
弥
を
動
か
さ
ん
が
ご
と

し
︒
但
︑
＊

経
の
中
に
は
地
蔵
の
功
徳
無
量
百
千
万
分
に
し
て
︑
其
一
分
を
説

き
︑
又
功
徳
を
の
ぶ
る
に
︑
一
度
も
名
号
を
唱
へ
む
人
は
︑
巨
益
无
量
無
辺
な

り
と
い
へ
り
︒

︻
語
注
︼

永
承
季
中

一
〇
四
六
～
一
〇
五
三
︒

黄
泉
嶮
路

死
後
︑
地
獄
へ
向
か
う
険
し
い
道
の
り
︒

蓮
華
三
昧
経

現
在
﹁
蓮
華
三
昧
経
﹂
と
呼
ば
れ
る
の
は
︑﹃
妙
法
蓮
華
三
昧

秘
密
三
摩
耶
経
﹄
で
あ
る
が
︑
地
蔵
尊
の
こ
と
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
︒﹃
与

願
金
剛
地
蔵
菩
薩
秘
記
﹄
に
︑﹁
六
地
蔵
尊
ノ

秘
中
ノ

深
秘
ハ

見
㆓タ
リ

於
蓮
華
三
昧

経
㆒ニ

﹂
と
あ
り
︑
本
話
に
お
け
る
地
獄
と
六
地
蔵
に
つ
い
て
の
記
述
と
同
様
の

内
容
が
あ
る
︒

︿
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人
頭
幢

閻
魔
王
の
持
物
で
︑
端
に
人
間
の
頭
を
の
せ
た
杖
︒
生
前
の
善
悪
を

判
断
す
る
︒

浄
頗
利
鏡

閻
魔
王
庁
に
あ
り
︑
亡
者
の
生
前
の
善
悪
の
所
行
を
映
し
出
す
︒

挍
量
業
の
秤

業
の
秤
︒
地
獄
で
︑
亡
者
の
生
前
の
悪
業
の
軽
重
を
は
か
る
︒

苦
を
ぬ
き
楽
を
あ
た
ふ
る

﹃
延
命
地
蔵
菩
薩
経
﹄
に
︑﹁
抜
苦
与
楽
﹂
と
あ
る
︒

実
相
甘
露

﹁
実
相
﹂
は
一
切
の
も
の
の
真
実
の
姿
︒﹁
甘
露
﹂
は
三
十
三
天
の

不
死
の
霊
液
︒
苦
悩
を
去
り
︑
長
寿
に
な
り
︑
死
者
を
も
よ
み
が
え
ら
せ
る
と

い
う
︒
転
じ
て
︑
仏
の
教
え
・
悟
り
︒

金
翅
鳥

迦
楼
羅
︒
仏
法
を
護
る
八
部
衆
の
一
︒
金
翅
鳥
が
龍
を
食
ら
う
様
子

は
︑
種
々
の
経
典
や
︑﹃
宝
物
集
﹄・﹃
太
平
記
﹄
な
ど
に
み
え
る
︒

難
陀
跋
難
陀
龍
王

難
陀
竜
王
と
跋
難
陀
竜
王
︒
と
も
に
八
大
龍
王
の
一
︒

合
戦
道

修
羅
道
︒
訓
読
本
﹃
曾
我
物
語
﹄
に
︑﹁
弓
箭
に
懸
り
て
修
羅
の
苦

患
を
受
け
給
ふ
ら
ん
と
悲
し
き
に
︑
た
ま
た
ま
一
人
の
子
を
法
師
に
な
し
て
︑

合
戦
道
の
苦
を
も
助
け
奉
ら
ん
と
思
へ
ば
﹂
と
あ
る
︒

八
苦

人
間
の
八
つ
の
苦
し
み
︒
生
・
老
・
病
・
死
・
愛
別
離
苦
・
怨
憎
会

苦
・
求
不
得
苦
・
五
陰
盛
苦
︒

臨
終
正
念

臨
終
の
際
︑
心
静
か
に
し
て
乱
れ
な
い
こ
と
︒

天
人
五
衰

天
人
が
死
ぬ
と
き
に
現
れ
る
五
種
の
徴
候
︒
教
説
に
よ
り
差
異
が

あ
る
︒

秘
経

未
詳
︒﹃
与
願
金
剛
地
蔵
菩
薩
秘
記
﹄
の
当
該
部
分
に
も
︑﹁
秘
経
ニ

阿

弥
陀
如
来
ヲ

名
㆓

観
自
在
如
来
㆒ト

﹂
と
あ
る
︒

観
自
在
王
如
来

阿
弥
陀
仏
の
別
称
︒

覚
王

仏
を
敬
っ
て
い
う
語
︒

下
化
衆
生

菩
薩
が
衆
生
を
教
化
・
救
済
す
る
こ
と
︒

潦
倒

態
度
や
姿
が
お
だ
や
か
で
奥
ゆ
か
し
い
こ
と
︒

観
音
の
弘
誓
の
ふ
か
き
事
︑
海
の
ご
と
く

﹃
法
華
経
﹄
に
︑﹁
弘
誓
深
如
海
︒

歴
劫
不
思
議
︒﹂
と
あ
る
︒

一
日
称
㆓ス
レ
バ

～
余
ノ

智
者
徳
㆒ヲ

﹃
大
乘
大
集
地
藏
十
輪
經
﹄
に
︑﹁
一
日
稱
地

藏

功
徳
大
名
聞

勝
倶
胝
劫
中

稱
餘
智
者
徳
﹂
と
あ
り
︑﹃
往
生
要
集
﹄

に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
︒

経
の
中
に
は
～
巨
益
无
量
無
辺
な
り
と
い
へ
り

出
典
未
詳
︒

︻
補
注
︼

本
話
で
説
か
れ
る
六
地
蔵
の
功
徳
に
つ
い
て
は
︑﹃
与
願
金
剛
地
蔵
菩
薩
秘

記
﹄︵
伝
良
助
撰
︑
写
本
は
現
存
し
な
い
︶
に
み
え
る
︒
本
書
の
成
立
時
期
に

つ
い
て
︑
真
鍋
広
済
氏
は
享
徳
二
年
︵
一
四
五
三
︶
以
前
︑
応
永
年
間
と
い
う

︵﹃
地
蔵
菩
薩
の
研
究
﹄
三
密
堂
書
店
︑
一
九
六
〇
年
︶︒
水
上
文
雄
氏
は
︑
上

限
を
延
文
～
永
和
︑
下
限
を
応
永
頃
と
い
う
︵
﹃
台
密
思
想
形
成
の
研
究
﹄︑
春

秋
社
︑
二
〇
〇
八
年
︶
︒

以
下
に
︑
元
禄
三
年
の
跋
文
を
持
つ
刊
本
で
あ
る
︑
京
都
大
学
附
属
図
書
館

︿
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紹
介
﹀﹁
壬
生
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起
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蔵
本
の
当
該
部
分
本
文
を
翻
刻
し
て
示
す
︵
一
部
を
除
き
竪
点
は
省
略
し
た
︶︒

な
お
︑
牧
野
和
夫
︑
杉
山
友
美
﹁﹁
与
願
金
剛
地
蔵
菩
薩
秘
記
﹂
︱
実
践
女
子

大
学
図
書
館
山
岸
文
庫
蔵
︱
﹂︵﹃
実
践
国
文
学
﹄
四
五
︑
一
九
九
四
年
三
月
︶

を
参
考
に
し
た
︒

我

朝
ニ

未
㆑タ

知
㆓

蓮
華
三
昧
経
ノ

六
地
蔵
深
秘
ノ

本
地
㆒ヲ

今
可
㆑

述
㆑フ

之
ヲ

蓮

華
三
昧
経
ニ

言
ク

第
一
地
獄
道
ノ

能
化
檀
陀
地
蔵
ト
ハ

者
檀
陀
ハ

梵
語
此
ニ
ハ

翻
㆓ス

人
頭
㆒ト

人
頭
ハ

琰
魔
ノ

庁
ニ

有
㆓リ

人
頭
幢
㆒

人
頭
幢
現
㆓乄

忿
怒
㆒ヲ

口
ヨ
リ

吐
㆓

鉄
鎖
㆒ヲ

縛
㆓︱

執
ス

罪
人
㆒ヲ

前
世
ノ

罪
業
白
状
明
明
ニ
乄

無
㆑シ

隠
レ

爾
ノ

時
琰
魔
王

任
㆓セ

人
頭
幢
ノ

白
状
㆒ニ

執
㆓テ

罪
人
㆒ヲ

随
㆓ス

八
寒
八
熱
一
百
三
十
六
ノ

泥
犁
㆒ニ

罪
人

不
㆑

顧
㆓ミ

己
カ

罪
業
㆒ヲ

唯
恨
㆓

人
頭
幢
㆒ヲ

此
ノ

時
地
蔵
菩
薩
ノ

悲
願
力
ノ

故
ニ

執
㆓テ

人
頭
幢
㆒ヲ

巻
㆑キ

舌
ヲ

閉
㆑テ

口
ヲ

不
㆑

語
ラ
セ
玉
ハ

而
止
㆓ル
ヲ

諸
ノ

白
状
㆒ヲ

名
㆓

檀
陀
地

蔵
㆒ト

第
二
餓
鬼
道
ノ

能
化
宝
珠
地
蔵
ハ

手
ニ

居
㆓ユ

如
意
宝
珠
㆒ヲ

所
以
ハ

者
何
ン

餓

鬼
道
ノ

衆
生
依
㆓テ

前
生
慳
貪
ノ

罪
㆒ニ

経
㆓レ
モ

五
百
歳
㆒ヲ

無
㆑シ

聞
㆓ヿ

飲
食
ノ

名
字
㆒ヲ

飢

羸
慞
惶
ノ

之
餘
摧
㆓キ

己
カ

脳
㆒ヲ

散
シ

取
㆓リ

自
ノ

子
㆒ヲ

食
乄

欲
㆑ス

息
㆑メ
ン
ト

飢
ヲ

暫
モ

無
㆑シ

慰
ヿ

於
茲
ニ

地
蔵
菩
薩
従
㆓リ

如
意
宝
珠
㆒

雨
㆓ス
ニ

餓
鬼
道
ノ

衆
生
ノ

所
㆑ノ

好
ム

種

種
ノ

飲
食
㆒ヲ

飲
㆑ミ

之
ヲ

食
㆑乄

之
ヲ

忽
チ
ニ

令
㆓ル
ヿ

飽
足
㆒セ

如
㆓シ

如
意
宝
珠
㆒ノ

第
三
畜

生
道
ノ

能
化
宝
印
地
蔵
ハ

伸
㆓テ

如
意
宝
印
ノ

手
㆒ヲ

抜
㆓キ

畜
生
道
互
相
残
害
ノ

苦
㆒ヲ

各
各
ニ

與
㆓ヘ

微
妙
清
浄
ノ

飲
食
㆒ヲ

各
各
ニ

含
㆓シ
ム

実
相
甘
露
ノ

法
味
㆒ヲ

金
翅
鳥

両
ノ

翅
ノ

中
間
三
百
六
十
万
里
金
翅
鳥
朝
朝
ニ

扇
㆓ヒ
テ

于
大
海
㆒ヲ

日
日
ニ

噉
㆓フ

一

千
ノ

龍
子
㆒ヲ

時
ニ

父
母
大
龍
見
㆑テ

之
ヲ

嘆
キ

悲
ム
ヿ

幾
許
ソ
ヤ

耶
然
ル
ニ

則
難
陀
龍

王
跋
難
陀
龍
王
囲
㆓︱

繞
ス
ル
ヿ

八
万
四
千
由
旬
ノ

須
弥
山
㆒ヲ

七
重
展
㆓テ

頭
ヲ

於
須

弥
ノ

之
頂
㆒ニ

挙
㆑テ

尾
ヲ

扣
㆑ク

山
ヲ

須
弥
山
ノ

頂
鉄
樹
ノ

之
上
ニ

金
翅
所
産
ノ

巣
中
ノ

卵
被
㆓ル
ヽ
ヿ

打
チ

落
㆒

如
㆓シ

霰
雨
㆒ノ

此
ノ

時
彼
ノ

大
龍
開
㆑テ

口
ヲ

呑
㆑

之
ヲ

父
母
ノ

金

翅
看
㆑テ

之
ヲ

悲
ミ

鳴
ク

於
㆑テ

茲
ニ

地
蔵
展
㆓テ

如
意
宝
印
ノ

手
㆒ヲ

抜
㆑キ

苦
ヲ

與
㆑フ

楽
ヲ

偏
ニ

是
レ

宝
印
手
地
蔵
ノ

利
生
ナ
リ

第
四
修
羅
道
ノ

能
化
持
地
地
蔵
修
羅
ハ

者

栖
㆑シ

地
ニ

帝
釈
ハ

居
㆑ス

天
ニ

毎
月
十
六
日
辰
ノ

一
点
ニ

決
定
乄

帝
釈
ト

修
羅
ト

合

戦
ス

修
羅
毎
度
負
㆑テ

軍
ニ

引
退
ク

闘
諍
ノ

楯
落
㆓ツ

大
海
ノ

底
㆒ニ

天
若
㆓シ

雷
鳴
㆒ノ

聞
㆓テ

天
帝
釈
ノ

軍
鼓
㆒ヲ

消
㆑

肝
ヲ

失
㆑テ

魂
ヲ

苦
患
無
量
也

是
ノ

時
持
地
地
蔵
持
㆓チ

大

地
㆒ヲ

持
㆓ツ
テ

修
羅
㆒ヲ

警
㆓︱

固
シ
玉
フ

合
戦
道
ノ

城
郭
㆒ヲ

其
ノ

時
阿
修
羅
宮
安
穏
ニ
乄

脱
㆓ル
レ
ハ

闘
諍
ノ

苦
患
㆒ヲ

名
㆓ク

持
地
地
蔵
㆒ト

第
五
人
道
ノ

能
化
除
蓋
障
地
蔵
ト
ハ

者
除
㆓ク

人
間
八
苦
ノ

蓋
障
㆒ヲ

八
苦
ト
ハ

者
︵
中
略
︶
如
㆑ク

此
ノ

八
苦
ハ

如
㆓ニ
乄

蓋

覆
㆒ノ

障
㆓フ

人
間
ノ

楽
㆒ヲ

当
㆓テ

此
ノ

時
㆒ニ

地
蔵
薩
埵
貧
窮
困
苦
ノ

者
ニ
ハ

與
㆓ヘ

福
徳
㆒ヲ

愛
別
離
苦
ノ

者
ニ
ハ

生
別
死
別
共
ニ

與
㆓ヘ

再
会
ノ

楽
㆒ヲ

怨
憎
会
苦
ノ

者
ニ
ハ

退
㆑ケ

怨
ヲ

払
㆑テ

敵
ヲ

與
㆓ヘ

安
穏
ノ

楽
㆒ヲ

五
盛
陰
苦
ノ

者
ニ
ハ

転
㆓乄

五
陰
ノ

苦
㆒ヲ

與
㆓ヘ

常
住
ノ

楽
㆒ヲ

生
苦
ノ

者
ニ
ハ

與
㆓ヘ

平
安
誕
産
ノ

之
楽
㆒ヲ

老
苦
ノ

者
ニ
ハ

與
㆓ヘ

不
老
ノ

楽
㆒ヲ

病

苦
ノ

者
ニ
ハ

與
㆓ヘ

無
病
ノ

楽
㆒ヲ

死
苦
ノ

者
ニ
ハ

転
㆓乄

定
業
㆒ヲ

與
㆓ヘ

延
命
ノ

楽
㆒ヲ

臨
終
正

念
ニ
ハ

與
㆘フ

生
㆓ス
ル
ノ

浄
土
㆒ニ

楽
㆖ヲ

第
六
天
道
ノ

能
化
日
光
地
蔵
ト
ハ

者
照
㆓シ
玉
ヘ
リ

天
人
五
衰
ノ

闇
㆒ヲ

五
衰
ニ

有
㆓リ

小
ノ

五
衰
㆒

有
㆓リ

大
ノ

五
衰
㆒

小
ノ

五
衰
ト
ハ

者

︵
中
略
︶
信
㆓ス
レ
ハ

地
蔵
尊
㆒ヲ

五
衰
ノ

雲
晴
テ

蒙
㆓リ

日
光
地
蔵
ノ

恵
㆒ヲ

生
㆓ス

長
寿

天
㆒ニ

問
フ

地
蔵
菩
薩
ノ

真
実
ノ

本
地
ヲ

蓮
華
三
昧
経
ニ
ハ

如
何
ン
カ

説
玉
ヤ

哉

︿
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答
フ

南
方
宝
生
仏
ト

是
レ

実
義
也
雖
㆑モ

爾
リ
ト

六
地
蔵
ノ

中
天
道
ノ

能
化
日
光
地

蔵
日
光
地
蔵
ハ

日
光
天
子
日
光
天
子
ハ

日
天
子
也
日
天
子
ノ

本
地
ハ

観
世
音

観
世
音
ノ

本
地
ハ

阿
弥
陀
如
来
也

是
ヲ

以
テ

秘
経
ニ

阿
弥
陀
如
来
ヲ

名
㆓

観
自
在

如
来
㆒ト

娑
婆
世
界
ニ
テ
ハ

成
㆓

観
自
在
菩
薩
㆒ト

極
楽
浄
土
ニ
テ
ハ

成
㆓

観
自
在
如

来
㆒ト

観
自
在
菩
薩
ハ

成
㆓リ

日
光
地
蔵
㆒ト

日
光
地
蔵
成
㆓リ

六
地
蔵
㆒ト

六
地
蔵
ノ

本

地
ハ

観
音
六
観
音
ノ

本
地
ハ

西
方
極
楽
阿
弥
陀
如
来
ナ
リ

当
㆑ニ

知
ル

諸
仏
菩
薩
ハ

大
慈
大
悲
ヲ

為
㆑玉
ヿ
ヲ

体
ト

故
ニ

下
リ

下
レ
ル
ヲ

為
㆑

貴
ト

阿
弥
陀
如
来
妙
覚
ノ

之

体
ニ
乄

而
下
㆓︱

化
シ
玉
ハ
ヽ

衆
生
㆒ヲ

其
ノ

形
不
㆓

相
応
㆒セ

故
ニ

弥
陀
変
乄

成
㆓リ

観
音
㆒ト

首
ニ

戴
㆓キ

宝
冠
㆒ヲ

身
ニ

荘
㆓テ

瑠
璃
㆒ヲ

現
㆓シ

声
聞
形
㆒ヲ

済
㆓玉
フ

六
道
ノ

衆
生
㆒ヲ

本
文
に
は
多
く
の
一
致
が
あ
る
︒
本
稿
で
は
﹃
与
願
金
剛
地
蔵
菩
薩
秘
記
﹄

の
性
格
等
に
つ
い
て
詳
述
す
る
余
裕
は
な
い
が
︑
何
ら
か
の
関
係
性
が
あ
ろ
う
︒

︵
版
本
：
中
巻
第
二
話
﹁
本
願
僧
都
六
地
蔵
の
名
号
功
徳
感
聴
の
事
﹂)

一

同
僧
都
遷
化
事

永
承
六
年
十
一
月
十
六
日

︻
本
文
︼

し
か
る
に
本
願
大
僧
都
一
生
の
行
業
事
お
え
て
︑
＊

永
承
六
年
十
一
月
十
六

日
の
夜
半
に
の
ぞ
む
で
＊

遷
化
の
別
を
告
給
へ
り
︒
顕
密
練
行
の
智
者
に
て
ま

し
ま
せ
ば
︑
自
身
即
仏
の
＊

開
悟
︑
此
時
に
あ
ら
は
れ
り
︒
端
坐
合
掌
の
相
貌

を
見
奉
る
道
俗
の
貴
賎
は
︑
互
に
大
僧
都
を
も
つ
て
地
蔵
尊
と
あ
が
め
ぬ
者
は

な
か
り
け
り
︒

さ
れ
ば
終
焉
の
体
た
ら
く
︑
西
壁
に
＊

弥
陀
の
三
尊
并
に
持
尊
の
地
蔵
菩
薩

を
安
置
し
︑
前
後
左
右
に
は
遺
弟
の
諸
人
お
の
〳
〵
恋
慕
渇
仰
の
思
ひ
を
こ
ら

せ
り
︒
夫
釈
迦
如
来
︑
＊

提
河
に
潤
を
や
め
︑
堅
林
に
蔭
を
闇
ふ
せ
し
哀
慟
に

こ
と
な
ら
ず
︒
然
則
︑
天
よ
り
花
ふ
り
︑
音
楽
空
中
に
き
こ
え
︑
紫
雲
室
に
た

な
び
く
︒
是
一
期
の
間
︑
地
蔵
尊
を
或
は
空
印
し
︑
或
は
摺
写
し
︑
礼
拝
供
養

の
行
功
を
積
た
ま
ふ
に
や
︒
臨
終
に
︑
ま
の
あ
た
り
小
仏
の
地
蔵
そ
の
か
ず
を

し
ら
ず
十
方
に
涌
現
し
た
ま
ふ
と
ぞ
︒
最
後
の
御
遺
言
不
思
議
の
勝
事
な
り
︒

国
土
の
人
民
競
ひ
来
て
瞻
仰
を
至
し
︑
遠
近
の
緇
素
手
を
こ
ま
ぬ
ひ
て
感
歎

を
催
す
︒
い
ま
霜
月
中
旬
第
六
の
天
に
あ
た
り
て
︑
蓮
台
九
品
の
教
風
に
う
つ

り
給
へ
り
︒
そ
れ
老
菊
衰
蘭
の
よ
そ
お
ひ
は
秋
霜
を
経
て
な
が
く
し
ぼ
み
︑
金

台
宝
蓮
の
迎
は
暁
雲
に
伴
て
ふ
た
ゝ
び
還
ら
ず
︒
忽
に
＊

五
々
流
転
の
境
を
は

な
れ
て
︑
竟
に
＊

三
々
浄
妙
の
台
に
う
つ
り
給
ふ
︒
悲
哉
︑
前
途
を
い
づ
れ
の

所
に
か
と
ぶ
ら
わ
む
︒
黄
泉
の
路
ほ
ど
と
を
し
︒
後
会
だ
れ
か
家
に
か
期
せ
む
︒

西
刹
の
雲
遙
な
り
︒
芳
言
い
ま
だ
わ
す
れ
ざ
る
に
︑
い
た
づ
ら
に
竹
窓
の
風
を

聞
て
腸
を
た
ち
︑
温
顔
い
づ
く
に
か
去
︒
む
な
し
く
苔
径
の
月
に
対
し
て
心
を

傷
し
む
︒
計
知
ぬ
︑
三
密
の
檀
前
に
は
久
し
く
心
月
円
満
の
相
を
観
じ
︑
い
ま

八
葉
の
蓮
上
に
は
定
て
＊

大
日
遍
照
の
覚
位
を
証
給
ふ
ら
ん
︒
夫
地
蔵
薩
埵
の

加
被
護
念
な
れ
ば
︑
現
当
の
勝
益
い
か
で
か
あ
さ
か
る
べ
き
︒
本
願
上
人
の
行

状
︑
そ
の
梗
概
を
し
る
す
事
か
く
の
ご
と
し
︒

仍
︑
本
願
以
来
当
寺
代
々
の
執
行
は
︑
蓮
華
房
広
厳
︑
蓮
聞
房
勝
厳
︑
蓮
定

︿
資
料
紹
介
﹀﹁
壬
生
地
蔵
縁
起
絵
巻
﹂
注
釈
︵
四
︶

一
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房
覚
俊
︑
甲
斐
法
橋
覚
玄
︑
大
進
阿
闍
梨
興
玄
︑
玄
覚
房

︿
錯
簡
﹀

正
音
房
阿
闍
梨
永
賢
︑
若
狭
阿
闍
梨
行
実
︑
少
輔
阿
闍
梨
観
毫
︑
備
中
法
橋
聖

慶
︑
上
野
阿
闍
梨
覚
慶
︑
土
佐
阿
闍
梨
尊
珍
︑
か
く
の
ご
と
き
等
の
諸
衆
展
転

相
続
し
て
︑
堂
舎
の
興
行
退
転
な
し
︒
天
長
地
久
︑
国
土
太
平
の
宝
祚
を
祈
り

奉
る
所
な
り
︒

宝
幢
三
昧
寺
縁
起
第
六

︻
語
注
︼

永
承
六
年

一
〇
五
一
︒

遷
化

高
僧
が
死
ぬ
こ
と
︒

開
悟

迷
い
を
脱
却
し
︑
真
理
を
悟
る
こ
と
︒

弥
陀
の
三
尊

阿
弥
陀
仏
を
中
心
に
︑
左
に
観
音
菩
薩
︑
右
に
勢
至
菩
薩
を
脇

士
と
す
る
三
体
の
称
︒

提
河
に
潤
を
や
め
︑
堅
林
に
蔭
を
闇
ふ
せ
し

﹁
提
河
﹂
は
﹁
跋
提
河
﹂
の
略

で
︑
古
代
イ
ン
ド
の
拘
尸
那
掲
羅
国
の
川
︒﹁
堅
林
﹂
は
沙
羅
林
︒
い
ず
れ
も

釈
尊
入
滅
の
場
所
︒﹃
四
座
講
式
﹄
に
︑﹁
不
可
説
不
可
説
三
寶
境
界
而
言

夫

自
提
河
輟
潤
堅
林
暗
影
之
後
︒﹂
と
あ
り
︑﹃
大
唐
大
慈
恩
寺
三
藏
法
師
傳
﹄
に
︑

﹁
逮
提
河
輟
潤
堅
林
晦
影
﹂
と
あ
る
︒

五
々
流
転
の
境

二
十
五
有
︵
衆
生
が
輪
廻
す
る
三
界
を
二
十
五
に
わ
け
た
も

の
︶
を
流
転
す
る
こ
と
︒

三
々
浄
妙
の
台

九
品
蓮
台
の
こ
と
︒
極
楽
浄
土
に
往
生
す
る
と
き
に
座
る
蓮

の
台
︒﹁
浄
妙
﹂
は
こ
の
上
な
く
清
浄
な
こ
と
︒

大
日
遍
照
の
覚
位

妙
覚
位
︵
無
上
の
悟
り
を
得
た
位
︶
の
こ
と
︒﹁
大
日
遍

照
﹂
は
大
日
如
来
︑﹁
覚
位
﹂
は
仏
の
位
︒﹃
真
如
観
﹄
に
︑﹁
大
日
釈
迦
等
の

妙
覚
﹂
と
あ
る
︒

︵
版
本
：
中
巻
第
三
話
﹁
本
願
僧
都
示
寂
の
事
﹂)

︵
完
︶

︹
付
記
︺

壬
生
寺
長
老
松
浦
俊
海
師
︑
壬
生
寺
貫
主
松
浦
俊
昭
師
に
は
︑
格
別
の
ご
配

慮
を
賜
り
ま
し
た
︒
あ
つ
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
︒

︿
資
料
紹
介
﹀﹁
壬
生
地
蔵
縁
起
絵
巻
﹂
注
釈
︵
四
︶

一
一
六


